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３-7 外国人の人権について 

（１）外国人の人権問題で、特に問題があると思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「言葉や生活習慣が違うため、地域社会で受け入れられにくいこと」が 44.1％と最も高く、次い

で「外国人についての理解や認識が十分でないこと」が 34.4％、「医療、保険、防災など、生活

に必要な情報が手に入れにくいこと」が 19.8％の順となっている。 

 

【前回・前々回比較】 

■全体的に前回と比べ、どの項目も減少傾向にあり、「特に問題があると思うことはない」は、前

回より 8.7ポイント、「外国人についての理解や認識が十分でないこと」は 8.0ポイント、「就職

や仕事の内容、待遇などで、不利な条件におかれていること」は 7.9ポイント減少している。 

■「就職や仕事の内容、待遇などで、不利な条件におかれていること」は前々回より 17.5 ポイン

ト減少している。 

※「いわゆるヘイトスピーチなどの差別的な発言や行為が行われること」「医療、保険、防災など、生活に必要な情報が手に入れにくい

こと」の選択肢を追加したため、正確な比較はできない。 

問19 外国人の人権問題について、特に問題があると思うのはどのようなことですか。以下の

中から２つまで選んで○をつけてください。 

 

4.5%

1.9%

8.7%

34.2%

9.7%

60.6%

4.4%

39.0%

3.8%

2.7%

16.8%

24.6%

8.2%

50.6%

6.2%

42.4%

1.7%

1.7%

17.1%

8.1%

19.8%

10.7%

16.7%

4.7%

44.1%

3.7%

34.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

無回答

その他

わからない

特に問題があると思うことはない

医療、保険、防災など、生活に必要な

情報が手に入れにくいこと

ヘイトスピーチなどの差別的な

発言や行為が行われること

就職や仕事の内容、待遇などで、

不利な条件におかれていること

外国人の子どもに対し、自国の言葉

での教育が行われていないこと

言葉や生活習慣が違うため、地域

社会で受け入れられにくいこと

住宅を容易に借りる

ことができないこと

外国人についての理解

や認識が十分でないこと

28年度（ｎ＝1,014）

24年度（ｎ＝1,065）

19年度（ｎ＝1,168）
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 男女別  

 

 

■男女共に「言葉や生活習慣が違うため、地域社会で受け入れられにくいこと」が最も高く、次い

で「外国人についての理解や認識が十分でないこと」の順となっています。 

■男女間で大きな違いはみられませんが、「外国人についての理解や認識が十分でないこと」の割

合は、女性より男性が 8.0ポイント高くなっています。 

2.1%

1.7%

17.6%

7.9%

21.2%

10.6%

19.1%

4.0%

42.7%

3.8%

30.4%

0.9%

1.7%

15.5%

8.3%

18.6%

11.4%

14.4%

5.5%

46.7%

3.9%

38.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

無回答

その他

わからない

特に問題があると思うことはない

医療、保険、防災など、生活に必要な

情報が手に入れにくいこと

ヘイトスピーチなどの差別的な

発言や行為が行われること

就職や仕事の内容、待遇などで、

不利な条件におかれていること

外国人の子どもに対し、自国の言葉

での教育が行われていないこと

言葉や生活習慣が違うため、地域

社会で受け入れられにくいこと

住宅を容易に借りる

ことができないこと

外国人についての理解

や認識が十分でないこと

男性(n=458)

女性(n=529)
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 年代別  

 

1.6%

0.0%

8.2%

4.9%

26.2%

16.4%

18.0%

6.6%

47.5%

9.8%

32.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

その他

わからない

特に問題があると思うことはない

医療、保険、防災など、生活に必要な

情報が手に入れにくいこと

ヘイトスピーチなどの差別的な

発言や行為が行われること

就職や仕事の内容、待遇などで、

不利な条件におかれていること

外国人の子どもに対し、自国の言葉

での教育が行われていないこと

言葉や生活習慣が違うため、地域

社会で受け入れられにくいこと

住宅を容易に借りる

ことができないこと

外国人についての理解

や認識が十分でないこと

20歳代（ｎ＝61）

1.6%

0.0%

8.2%

4.9%

26.2%

16.4%

18.0%

6.6%

47.5%

9.8%

32.8%

0% 20% 40% 60% 80%

20歳代（ｎ＝61）

0.7%

0.7%

17.8%

4.6%

24.3%

13.8%

19.7%

4.6%

40.1%

3.3%

27.0%

0% 20% 40% 60% 80%

30歳代（ｎ＝152）

0.4%

1.7%

15.5%

8.6%

20.7%

8.6%

16.4%

5.6%

44.0%

4.3%

33.2%

0% 20% 40% 60% 80%

40歳代（ｎ＝232）
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■「医療、保険、防災など、生活に必要な情報が手に入れにくいこと」の割合は、若い年代ほど高

くなっており、20歳代では 26.2％となっています。 

1.6%

0.0%

8.2%

4.9%

26.2%

16.4%

18.0%

6.6%

47.5%

9.8%

32.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

その他

わからない

特に問題があると思うことはない

医療、保険、防災など、生活に必要な

情報が手に入れにくいこと

ヘイトスピーチなどの差別的な

発言や行為が行われること

就職や仕事の内容、待遇などで、

不利な条件におかれていること

外国人の子どもに対し、自国の言葉

での教育が行われていないこと

言葉や生活習慣が違うため、地域

社会で受け入れられにくいこと

住宅を容易に借りる

ことができないこと

外国人についての理解

や認識が十分でないこと

20歳代（ｎ＝61）

1.4%

1.9%

13.0%

9.2%

17.4%

13.5%

15.5%

3.9%

45.4%

4.8%

36.2%

0% 20% 40% 60% 80%

50歳代（ｎ＝207）

1.8%

2.7%

21.0%

6.7%

17.4%

9.8%

18.8%

4.0%

49.6%

1.3%

35.3%

0% 20% 40% 60% 80%

60歳代（ｎ＝224）

4.0%

1.6%

21.8%

13.7%

19.4%

6.5%

11.3%

4.0%

37.9%

3.2%

41.1%

0% 20% 40% 60% 80%

70歳代以上（ｎ＝124）



 - 35 - 

（２）外国人の人権を尊重するために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「外国人の文化や生活習慣などへの理解を深める」が 52.6％と最も高く、次いで「外国人のため

の適正な就労の場の確保に理解をする」が 29.2％、「いわゆるヘイトスピーチなどの差別的な発

言や行為をなくすこと」が 17.2％の順となっている。 

 

【前回・前々回比較】 

■「特に問題があると思うことはない」は前回の 11.0％より 4.2 ポイント、「外国人のための適正

な就労の場の確保に理解をする」は前々回の 41.9％より 12.7ポイント減少している。 

※「いわゆるヘイトスピーチなどの差別的な発言や行為をなくすこと」の選択肢を追加したため、正確な比較はできない。 

問20 外国人の人権を尊重するためには、特にどのようなことが必要だと思いますか。以下の

中から２つまで選んで○をつけてください。 

 

3.3%

1.4%

10.4%

6.3%

6.1%

41.9%

18.3%

9.2%

56.2%

2.6%

2.4%

15.2%

11.0%

9.3%

28.4%

18.4%

12.2%

52.1%

1.6%

2.5%

16.5%

6.8%

17.2%

6.8%

29.2%

14.4%

10.7%

52.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

無回答

その他

わからない

特に必要だと思うことはない

ヘイトスピーチなどの差別的な

発言や行為をなくすこと

外国人との結婚に

対する偏見をなくす

外国人のための適正な就労

の場の確保に理解をする

外国人の子どもに対し、自国の言語

で教育を受けられる環境を整備する

外国人の住宅の確保に際し、

不利な取扱いをしない

外国人の文化や生活習慣

などへの理解を深める

28年度（ｎ＝1,014）

24年度（ｎ＝1,065）

19年度（ｎ＝1,168）
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 男女別  

 

 

■男女共に「外国人の文化や生活習慣などへの理解を深める」の割合が最も高く、５割を超えてい

る。次いで「外国人のための適正な就労の場の確保に理解をする」「いわゆるヘイトスピーチな

どの差別的な発言や行為をなくすこと」の順となっており、男女間での大きな違いはみられない。 

1.9%

2.1%

16.3%

5.7%

17.0%

6.4%

30.4%

13.6%

10.2%

54.3%

1.1%

3.1%

16.2%

8.5%

17.9%

7.4%

28.2%

15.1%

11.8%

50.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

無回答

その他

わからない

特に必要だと思うことはない

ヘイトスピーチなどの差別的な

発言や行為をなくすこと

外国人との結婚に

対する偏見をなくす

外国人のための適正な就労

の場の確保に理解をする

外国人の子どもに対し、自国の言語

で教育を受けられる環境を整備する

外国人の住宅の確保に際し、

不利な取扱いをしない

外国人の文化や生活習慣

などへの理解を深める

男性(n=458)

女性(n=529)



 - 37 - 

 年代別  

 
  

1.6%

1.6%

9.8%

4.9%

26.2%

14.8%

34.4%

9.8%

8.2%

52.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

無回答

その他

わからない

特に必要だと思うことはない

ヘイトスピーチなどの差別的な

発言や行為をなくすこと

外国人との結婚に

対する偏見をなくす

外国人のための適正な就労

の場の確保に理解をする

外国人の子どもに対し、自国の言語

で教育を受けられる環境を整備する

外国人の住宅の確保に際し、

不利な取扱いをしない

外国人の文化や生活習慣

などへの理解を深める

20歳代（ｎ＝61）

1.6%

1.6%

9.8%

4.9%

26.2%

14.8%

34.4%

9.8%

8.2%

52.5%

0% 20% 40% 60% 80%

20歳代（ｎ＝61）

0.7%

2.6%

14.5%

5.9%

17.1%

6.6%

22.4%

13.8%

17.1%

53.9%

0% 20% 40% 60% 80%

30歳代（ｎ＝152）

0.9%

3.4%

18.5%

6.5%

14.2%

6.5%

31.0%

15.1%

9.1%

46.1%

0% 20% 40% 60% 80%

40歳代（ｎ＝232）
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■いずれの年代においても大きな違いはみられないが、「外国人の文化や生活習慣などへの理解を

深める」は、40歳代を除き５割を超えている。 

■20 歳代では「いわゆるヘイトスピーチなどの差別的な発言や行為をなくすこと」が 26.2％と、

いずれの年代に比べて高くなっている。 
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1.6%

9.8%

4.9%

26.2%

14.8%

34.4%

9.8%

8.2%

52.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

無回答

その他

わからない

特に必要だと思うことはない

ヘイトスピーチなどの差別的な

発言や行為をなくすこと

外国人との結婚に

対する偏見をなくす

外国人のための適正な就労

の場の確保に理解をする

外国人の子どもに対し、自国の言語

で教育を受けられる環境を整備する

外国人の住宅の確保に際し、

不利な取扱いをしない

外国人の文化や生活習慣

などへの理解を深める

20歳代（ｎ＝61）

1.0%

1.9%

15.0%

7.2%

17.4%

6.8%

27.5%

11.6%

9.2%

55.1%

0% 20% 40% 60% 80%

50歳代（ｎ＝207）

1.8%

2.2%

17.9%

7.1%

19.6%

6.3%

31.3%

17.4%

9.4%

53.1%

0% 20% 40% 60% 80%

60歳代（ｎ＝224）

4.0%

2.4%

17.7%

8.9%

15.3%

5.6%

29.8%

13.7%

13.7%

56.5%

0% 20% 40% 60% 80%

70歳代以上（ｎ＝124）


